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「名古屋民俗研究会代表を引き継ぐにあたって」
服　部　誠

　この度、伊藤良吉先生から、名古屋民俗研究会の代表を引き継ぐことになりました。責任の重さを感
じています。私の名古屋民俗研究会との出会いは、今から 38 年も前のことです。大学で民俗学を学び、
愛知県立高校の教員となった私は、豊明市の高校に赴任し、慣れない環境で悪戦苦闘をしていました。
たまたま『豊明市史　民俗編』が編さん中で、その委員に入れてもらい、久しぶりの民俗調査を豊明市
で始めました。しかしながら、調査データは集まっても原稿化は少しも進みません。委員の大半はいわ
ゆる郷土史家の方たちで、地元の生活文化に精通はしていても、それを民俗編としてまとめるノウハウ
を持ち合わせてはいませんでした。事務局から、どこかの出版社に監修を委ねようという話が出され、
候補で上がったのは「第一法規出版」と「ぎょうせい」でした。後者の場合、「監修は伊藤良吉氏があたり、
今までも数々の実績があって評判がよい」という説明がありました。これが伊藤良吉先生を知ることに
なった最初です。豊明市史の監修は、結局は第一法規出版に依頼したのですが、伊藤先生が名古屋民俗
研究会を主宰していることを知り、早速手紙を書いて、例会に参加させてもらうことになりました。当
時、愛知県で民俗学の調査研究を続けてゆく基盤が全くなかった私にとって、何かのきっかけを与えて
くれるかもしれないという期待がありました。
　例会の形態は、月に一度、夜間に名古屋市北区志賀本通の本荘科学研究所に集まり、回り持ちの担当
者の研究発表の後、議論をするものでした。終了後は大曽根のシンガポール料理屋で夕食会をしていま
した。例会は久しぶりに民俗学の話に接する格好の機会となり、欠かさずに出席をしたものです。年末
には一泊での調査旅行があり、志摩や若狭などを回りました。自治体からの依頼で、『安城市堀内町の
民俗』など、研究会を挙げての民俗誌編さんもおこなわれ、在野の者が民俗学を学んでゆくためのプ
ラットフォームとして、名古屋民俗研究会は貴重な存在になってゆきました。このころ、伊藤良吉先生
は 40 代の働き盛りで、民俗学に対する情熱、博識には格段のものがありました。駆けだし者の私にとっ
ては、まさに雲の上の存在でした。岐阜県から滋賀県にかけて、婚礼披露に女性だけを招く習俗が広がっ
ていることを例会で発表したことから、これをまとめて日本民俗学会研究奨励賞に応募することを勧め
てくれたのも伊藤先生でした。様々な方々からご指導を得て、第 14 回の奨励賞をいただくことになっ
たのも、名古屋民俗研究会の後押しのおかげでした。
　その後、名古屋民俗研究会のメンバーが中心となって、『新修名古屋市史』の調査執筆が進められま
した。自治体史の仕事は次第に忙しくなり、その一方で毎月の例会と会報の編集をおこなうことはたい
へんになってきましたが、伊藤先生のバイタリティによって研究会は維持されてきました。
　1941 年生まれの伊藤先生は、今年 81 歳になります。そろそろ研究会代表を勇退したいというお話
は随分前から出ていましたが、この研究会は伊藤先生あっての組織であり、おいそれと代表を引き継ぐ
ことはなかなかできるものではありません。また、民俗調査、民俗研究を取り巻く環境も変化していま
した。もともと日本の民俗学は、柳田國男とつながりを持つ在野の研究者たちによって担われてきまし
た。各地に民俗研究会が組織され、その調査研究を通じて民俗学は発展してきました。その意味ではア
マチュアの活躍がこの学を支えていたのであり、各地の民俗研究会はそのためになくてはならない存在
だったのだと思います。しかし時代は変わり、アマチュアが聞き書き調査をおこなうことのハードルは
上がってきています。かつては、山奥の村をふらりと訪ね、縁側でくつろぐ古老から昔話を聞くことは
当たり前でした。今の時代、そうした飛び込み調査をしようとすれば、不審者として通報されることも
あるかもしれません。聞き書き調査にあたっては、しかるべき関係機関を通じて事前に依頼をするのが
当然で、調査者もアカデミックな組織に所属する者が求められるようになっています。そうした中、地
方の民俗研究会がどのように活動してゆくのがよいか、これに対しての答はなかなか見つかりません。
　ただ言えることは、アマチュアで民俗学を志す人たちにとって、地方の民俗研究会は必要なものだと
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いうことです。私もこの研究会のおかげで民俗学を続けることができました。カリスマである伊藤良吉
先生のように代表を務めることはできない相談ですが、アマチュア民俗学徒がいる限り、その受け皿と
しての研究会を守ることは大切だと思っています。月に一度の例会で民俗の話に刺激を受け、その後の
夕食会で盛り上がることも楽しいことです。名古屋民俗研究会がこの地域の民俗研究の一拠点であり続
けられるよう、微力ながら頑張りたいと思います。研究会の発展は、会員の皆様のご協力なくてはかな
いません。どうかよろしくお願いを申し上げます。




